
様式4-2

地域女性活躍推進交付金実績報告書 (市町村分)

市町村名 :山 口県岩国市

1 9. の 」及

注2)「 9,経費の内訳」の「公募要領の取組例」は、公募要領第2【取組例】(1)～ (5)、 第4【取組例】(1)～ (9)、 又は第5から選択してください。
注3)「 9。 経費の内訳」の「予算措置年度」は、実施主体における予算措置状況について「3年度当初予算」、「3年度補正予算」、「4年度当初予
算」、「4年度補正予算」のいずれかを記載してください。
注4)「 9。 経費の内訳」の「交付決定事業」について、「3年度当初予算」、「3年度補正予算」、「4年度当初予算」、「4年度予算 (予備費)」のいず
れかを記載してください。
注5)「 9,経費の内訳」において「他の寄付金等」がある場合は、備考欄に内容が分かるよう記載してください。
注6)本様式はA4で3枚以内としてください。また、適宜参考となる資料を添付してください。

1.事業名 ワークライフバランス・女性活躍推進事業

2.実施期間 令和 4年 5月 1日 ～ 令和 5年 3月 31日

3.事業の趣旨。目的
各事業所に対して、女性が働きやすい職場環境とするための整備を働きかけることで、女性が安心して働ける良好
な職場環境の確保と、女性自身のキャリアアップヘの意欲喚起につなげることを目的とする。さらに、女性活躍推進
を社会全体で後押しするため、男性のワークライフバランスヘの意識改革にも取り組むこととする。    ´オ

4.事業内容

女性にとつて多様で柔軟な働き方となるリモートワークセミナーと再就職応援セミナーをそれぞれ商工振興課と共催
で実施した。事業者向けには、ワークライフバランス・女性活躍推進アドバイザー派遣事業を実施し、市内の事業所
に対して直接働きかけを行つた。また、女性活躍を進めていく上で欠かせないワークライフバランスの必要性を広く
啓発するためにリーフレントを作成し配布した。男性の育児・家事への積極的な参加を促すため、「父と子のアイシン
グクッキー教室」も実施した。

5.事業効果及び
効果検証の概要

新型コロナウイルス感染症の拡大をきっかけとして広まつたリモートワークという働き方は、女性にとつても多様な働き
方の一つとして実際に幅広い年齢層から応募があり、関心の高さが感じられた。また、事業所へのアドバイザー派遣
事業では、各事業所のニーズに合った内容を提供することで、事業所内のワークライフバランスや女性活躍に関す
る意識の高まりが感じられた。

6.目 標達成度及び
達成状況に姑する評価

各事業所に対して、ワークライフバランスや女性活躍について情報提供やアドバイザー派遣を行うことにより、意識
啓発と事業所の主体的な取り組みを進めている。ワークライフバランスに取り組む市内事業者数も着実に増えてい
る。

7.今後の課題

就職応援セミナーを今年度初めて商工振興課と共催した。二つの課で連携して事業を行うには、企画から実施まで
すべての過程において情報共有や調整等労力を要した。また、募集については定員まであと一歩の状況であつた
が、ニーズに合致した内容で参加者の満足度が高かっただけに定員で実施したかつた。すべての事業において、
オンラインオフライン両面から一層の周知が必要である。

8.事業の実施体制

岩国市男女共同参画推進会議から、事業についての意見や助言をいただくとともに周知協力を依頼した。事業所
へのアドバイザー派遣事業については、岩国市と「地方倉1生にかかる包括連携協定」を締結しているい山口銀行及
び俯YMFGZONEプランエングと共同開催した。また、セミナーの実施にあたつては、商工振興課と共催し、岩国公
共職業安定所からは後援を受けた。

9。 経費の内訳 (単位 :円 )

来

号

事

番 個別事業名
公募要領の

取組例
予算措置年
度

交付決定事業 総事業費
(A=BttCttD)

本交付金
(B)

他の寄付金等
(C)

自己資金
(D)

備  考

2(1)
4年度当初予
箕

1,797,981

0

①
ワークライフノミランス・女
性活躍推進茎業___

3年度補正予
箆_ __ 898,000 899,981

合  計 1,797,981 898,000 0 899,981

10.担 当者名及び連絡先
所属部署 :岩国市総務部人権課男女共同参画室
氏名 :藤村景子
電話番号:0827-29-5340 電子メールアドレス:jOseigyo@c■ y,iwakuni.Ig.jp

11.事業実施及び連携工程 様式4-2-11こ記載



様式4-2-1
事業実施及び連携工程表

市町村名 :山 口県岩国市

2.連携工程表

※2.連坊工程表には、交付金事業と連携する同一団体内で行われる事業・取組 (他の国の交付金等を利用する場合は明記)、 他の連携主体(協議会を構成する民間団体等)や他の地方公共団体の事業・取組を
記載してください。
※適宜、行を追加してください。

実施時期来
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(アウトプット
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サ

事

冊
事業・取組名
(実施主体)

事業。取組内容
交付金事業との連携内

容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①
テレワーカー人材育成事業
(岩国市商工振興課)

テレワークに関する人
材育成、就業支援

セミナーの共同開催

010/19
女性活躍
推進セミ
ナー



様 式4-2-2

1 3.

地域女性活躍推進交付金実績報告書 (市町村分)個別事業

市町村名 :山 口県岩国市

」の については、 、日 が分カ

事業番号 ①

1.個別事業名 ワークライフバランス・女性活躍推進事業

2,実施期間 令和 4年 5月 1日 ～ 令和 5年 3月 31日

3.総事業費 1,797,981円

4.事業内容

女性にとつて多様で柔軟な働き方となるリモートワークについて女性活躍推進セミ
ナーとして実施した。また再就職応援セミナーも実施し、どちらも商工振興課と共同開
催とした。
事業者向けには、ワークライフバランス。女性活際推進アドバイザー派遣事業を実施
し、市内の事業所に対して直接働きかけを行った。また、女性活躍を進めていく上で
欠かせないワークライフバランスの必要性を広く啓発するためにリーフレットを作成し
配布した。男性の育児・家事への積極的な参加を促すため、「父と子のアイシングクッ
キー毅室 Iヰ 実ゝ流したハ
・経済団体、
関係団体な
ど官民連携
の考え方及
び具体的な
連携主体・連
携方法

男女共同参画推進会議の構成員である商工会議所、工業クラブ、男女
共同参画団体等ヘセミナーの周知協力依頼を行つた。
また、本市は僻山口銀行、爛YMFGZONEプラニングと「地方創生に関
する包括連携協定」を締結しており、ワークライフバランス・女性活躍推
進アドバイザー派遣事業を共同実施した。

・運傷地方公
共団体及び
具体的な連
携方法

山口県や周辺市町と情報交換・共有を行つた。

・交付金事業
関連携、他
施策との連
携

I岩国市まち・ひと。しごと倉ll生総合戦略」での目標の1つとして
'ワ

ーク・

ライフ・バランスの推進」を掲げており、政策企画課と進捗管理を行つ
た。また、女性活躍推進セミナーと再就職応援セミナーについては、商
工振興課と共同開催した。

5。 事業効果及び
効果検証の概要

新型コロナウイルス感染症の拡大をきっかけとして広まっ モートワークという働き方
は、女性にとつても多様な働き方の一つとして実際に幅広い年齢層から応募があり、
関心の高さが感じられた。また、事業所へのアドバイザー派遣事業では、各事業所の
ニーズに合った内容を提供することで、事業所内のワークライフバランスや女性活躍
に関する意識の高まりが感じられた。

6.目 標達成度及び
達成状況に対する評価

各事業所に対して、ワークライフバランスや女性活躍について情報提供やアドバイ
ザー派遣を行うことにより、意識啓発と事業所の主体的な取り組みを進めている。ワー

クライフバランスに取り組む市内事業者数も着実に増えている。

7。 今後の課題

蹴月改応破セミアーを今牛度不ノJめて間上阪興課と共1径した。二つの課で連暢して尋・莱
を行う1こは、企画から実施まですべての過程において情報共有や調整等労力を要し
た。また、募集については定員まであと一歩の状況であつたが、ニーズに合致した内
容で参加者の満足度が高かっただけに定員で実施したかった。すべての事業におい
て、オンラインオフライン両面から一層の周知が必要である̂

注2)本様式はA4で2枚以内としてください。また、適宜参考となる資料を添付してください。
してく い 。


